
駒っこランドに行って馬にエサ
をあげたよ！小さい頃は怖かっ
たけど今はもう怖くないよ
馬さんかわいいなぁ～

奈良県まで旅行に行ってきた
よ！そこでお兄ちゃんと一緒に
ヨーヨーをして遊んだのが楽し
かったなぁ

小 林　陽 菜さん（さくら組）
ひ なこ ばやし

長 峯　彩 星さん（さくら組）
あ か りなが みね

９月
男　1,208人（＋３人）
女　1,242人（－２人）
計　2,450人（＋１人）
世帯数927世帯（＋１世帯）
（令和元年７月末現在）

12月

人の動き

む ら の ガイド
令和元年

誕 生 石

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祝日も収集します）

家庭ごみは収集日の朝に出して下さい。生ごみの水切りにご協力を

ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう

村民相談日　毎週月・木曜日　午前９時〜午後４時まで（場所：山村開発センター　祝日の場合は曜日変更あり）

２０１９年９月
行　　事　　等日 曜

第27回青森県民駅伝競走大会
新郷温泉館休館日
村・県民税 第２期納期限
固定資産税 第２期納期限
特定健診
特定健診（～６日）
資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日
人権相談（相談室 9：00～12：00）
粗大ごみ収集申込受付（～13日）
３歳児・４歳児健診
新郷村を救えるのは‘きみ・かも’祭
新郷温泉館休館日
特定健診
行政相談（相談室 9：00～11：00）
障がい者出張相談

（総合福祉センター会議室 10：00～12：00）
特定健診（～13日）
母と子の栄養教室
資源ごみ（新聞等５品目）収集日
新郷村敬老会
第436回親子早起き掃除
特定健診
特定健診（～20日）
資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日
粗大ごみ収集日
第54回村民体育大会
燃えないごみ収集日
特定健診
特定健診（～27日）
資源ごみ（缶）収集日
秋季犬の登録と狂犬病予防注射

「くらし」と「しごと」無料相談会
（総合福祉センター 13：00～16：00）
国民健康保険税 第２期納期限
介護保険料 第２期納期限

1

2

3
5

6

8
9

10

11

12

13

15
17
19

20

22

24

26

27

30

日

月

火
木

金

日
月

火

水

木

金

日
火
木

金

日

火

木

金

月

みんなで支える国民年金

日本年金機構

神無月

8

ぼくとわたしの絵 ○しんごう保育園306

第27回
青森県民駅伝競走大会

～健脚でつなげ郷土の和と心～
９月１日（日）12時スタート

【スタート】
県観光物産館アスパム

　　↓

【 ゴ ー ル 】
新青森県総合運動公園陸上競技場
応援よろしくお願いします！！

・第１回　新郷・五戸畜産祭 ………………………… Ｐ３　　・新郷村戦没者追悼式 ………………… Ｐ３

・みんなで知ろう！わたしたちの国保 ……………… Ｐ５　　・上下水道使用料料金改正のおしらせ … Ｐ６

サファイア（青石）
̶ 徳望・誠実 ̶

ながつき
September長 月

第51回 新郷村成人祭　Ｐ２主な話題

今年からゴールが変更
になりました。また小
学生区間が２区間新設
され、全９区間へ。

全９区間  計26.1㎞

新成人に聞いた

ふるさと新郷村の好きなところ

新 郷

40
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８
月
13
日
、
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
で
新
郷
村
成
人
祭
が
行
わ

れ
、
対
象
者
27
人
の
う
ち
20
人
が

出
席
し
、
晴
れ
や
か
な
笑
顔
で
人

生
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。

　
櫻
井
村
長
は
「
ふ
る
さ
と
新
郷

村
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
広
く

世
界
に
目
を
向
け
強
く
進
ん
で
」

と
祝
辞
。
新
成
人
代
表
の
横
沢
晴

斗
さ
ん
は
「
成
人
と
し
て
の
自
覚

と
責
任
を
持
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の

長
い
人
生
を
楽
し
み
た
い
」
と
誓

い
ま
し
た
。
続
い
て
、
長
峰
地
区

出
身
で
法
政
大
学
人
間
環
境
学
部

の
長
峰
登
記
夫
教
授
が
「
新
郷
村

に
生
ま
れ
、
育
っ
て
、
そ
し
て
」

と
題
し
記
念
講
演
。「
新
郷
村
で

生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
に
誇
り
を
持

ち
、
今
こ
こ
に
集
う
仲
間
と
の
関

係
を
大
切
に
、
ふ
る
さ
と
に
縁
の

あ
る
と
こ
ろ
で
人
生
を
歩
ん
で
ほ

し
い
」と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
幼
少
期

か
ら
学
生
時
代
の
写
真
が
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
、
笑
顔
で

当
時
を
懐
か
し
み
、
恩
師
や
級
友

と
の
再
会
を
よ
ろ
こ
び
ま
し
た
。

 

　
間
木
ノ
平
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
・

畜
産
祭
会
場
で
第
１
回
新
郷
・
五

戸
畜
産
祭
が
開
催
さ
れ
、
五
戸
町

と
新
郷
村
の
生
産
者
が
丹
精
込
め

て
育
て
た
肉
用
牛
34
頭
が
発
育
状

況
や
体
形
な
ど
を
競
い
ま
し
た
。

　
本
大
会
は
、
こ
れ
ま
で
32
回
行
っ

て
き
た
新
郷
村
畜
産
祭
と
53
回
の

歴
史
が
あ
る
五
戸
地
方
畜
産
共
進

会
を
、
五
戸
地
方
振
興
会
の
解
散

や
生
産
者
の
負
担
軽
減
等
に
よ
り

統
合
し
た
も
の
。「
新
郷
・
五
戸

畜
産
祭
」
と
名
前
を
改
め
、
今
年

初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
月
齢
別
の
５
部
門

に
分
か
れ
出
品
さ
れ
た
黒
毛
和
種

を
、
八
戸
家
畜
保
健
衛
生
所
の
森

山
泰
穂
所
長
ら
４
名
の
審
査
員
が

厳
し
く
審
査
。
各
部
門
の
優
等
か

ら
選
ば
れ
る
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
は
、
第
２
部
で
優
等
を
受

賞
し
た
五
戸
町
の
高
山
代
一
郎
さ

ん
の「
と
し
み
」号
が
輝
き
ま
し
た
。

　
優
等
牛
は
８
月
23
日
・
24
日
に

七
戸
町
の
県
家
畜
市
場
で
開
か
れ

る
青
森
県
畜
産
共
進
会
に
出
品
さ

れ
ま
す
。

　
美
郷
館
で
新
郷
村
戦
没
者
追
悼

式
が
行
わ
れ
、
遺
族
ら
約
30
人
が

先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

の
め
い
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　
終
戦
か
ら
74
年
が
経
過
す
る
本

年
。
櫻
井
村
長
は
「
命
と
平
和
の

尊
さ
を
語
り
継
い
で
い
く
こ
と
が

私
た
ち
の
責
務
」
と
誓
い
、
新
郷

村
遺
族
会
会
長
の
山
岸
義
一
さ
ん

は
「
戦
争
の
悲
惨
さ
や
教
訓
を
後

世
へ
伝
え
再
び
起
こ
さ
な
い
こ
と

を
誓
う
」
と
追
悼
の
言
葉
を
捧
げ

ま
し
た
。
参
列
者
が
白
菊
を
献
花

し
、
金
ケ
沢
コ
ー
ラ
ス
の
み
な
さ

ん
が
追
悼
合
唱
を
捧
げ
ま
し
た
。 

・松坂大輔投手が西武ライオンズでプロ初登板
・アニメ「ONE PIECE」放送開始

・人口3,680人（平成11年８月１日時点）
・村営無料バス「みずばしょう号」運行開始

・aiko「カブトムシ」
・速水けんたろう・茂森あゆみ「だんご三兄弟」

恒
久
平
和
の
世
界
を
目
指
し
て

　新
郷
村
戦
没
者
追
悼
式

真
夏
の
成
人
式

　笑
顔
で
祝
う
ハ
タ
チ
の
節
目

～ 20年前 1999年といえば？ ～
社会

村

音楽

第１回

　
父
が
戦
死
し
た
の
は
、
私
が

ま
だ
小
学
２
年
生
く
ら
い
の
時

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
戦
時
中

は
、
飛
行
機
が
飛
ぶ
音
や
、
防
災

頭
巾
を
か
ぶ
っ
て
炒
っ
た
豆
を

持
っ
て
防
空
壕
へ
走
っ
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。
二
度
と
戦
争
が
起

こ
ら
な
い
、
み
ん
な
健
康
で
平
和

な
世
の
中
を
願
い
ま
す
。 工藤ときさん

（鹿田）

　
春
か
ら
金
ケ
沢
コ
ー
ラ
ス
に

参
加
し
、
今
日
は
戦
死
し
た

方
々
や
残
さ
れ
た
遺
族
の
方
を

思
っ
て
歌
い
ま
し
た
。
祖
母
も

戦
争
を
経
験
し
て
お
り
、
当
時

の
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
終
戦
か
ら
74
年
が
た
ち

ま
す
が
、
風
化
さ
せ
な
い
よ
う

私
た
ち
が
伝
え
て
い
か
な
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

金ケ沢コーラス
菅岡優実子さん
（新町）

8/6

8/9

出品者（地区）名　号部　門

★印はグランドチャンピオン

第１回　新郷・五戸畜産祭　優等牛

第１部
６ヶ月以上～
14ヶ月未満

第２部
14ヶ月以上～
17ヶ月未満

第３部
17ヶ月以上～
20ヶ月未満

第４部
20ヶ月以上～
24ヶ月未満

第５部
経産のもの

谷地村 久人
（新郷村）

高山 代一郎
（五戸町）

今 川 義 雄
（五戸町）

佐 藤 　 貴
（新郷村）

今 川 義 雄
（五戸町）

ま
　
な

★
と
し
み

さ
く
ら
い
む

か
ん
な

ゆ
り
こ
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★印はグランドチャンピオン

第１回　新郷・五戸畜産祭　優等牛

第１部
６ヶ月以上～
14ヶ月未満

第２部
14ヶ月以上～
17ヶ月未満

第３部
17ヶ月以上～
20ヶ月未満

第４部
20ヶ月以上～
24ヶ月未満

第５部
経産のもの

谷地村 久人
（新郷村）

高山 代一郎
（五戸町）

今 川 義 雄
（五戸町）

佐 藤 　 貴
（新郷村）

今 川 義 雄
（五戸町）

ま
　
な

★
と
し
み

さ
く
ら
い
む

か
ん
な

ゆ
り
こ
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0

　
青
森
市
で
青
森
県
町
村
議
会
議

長
会
主
催
の「
県
下
町
村
議
会
議

員
研
修
会
」が
開
か
れ
、
議
員
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
の
講
師
は
、
政
治
ア
ナ

リ
ス
ト
の
伊
藤
惇
夫
氏
。
テ
レ
ビ

な
ど
多
方
面
で
活
躍
す
る
伊
藤

氏
は「
今
後
の
政
局
・
政
治
展
望
」

と
題
し
、
自
身
の
幅
広
い
人
脈
で

得
た
政
界
の
動
き
を
軽
妙
な
語
り

口
で
伝
え
て
い
ま
し
た
。
参
議
院

議
員
選
挙
期
間
中
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
出
席
し
た
議
員
は
熱
心
に

聞
き
入
り
、
資
質
向
上
に
努
め
ま

し
た
。

　
村
が
子
育
て
支
援
を
目
的
に

２
０
１
５
年
か
ら
開
校
し
て
い
る

「
新
郷
村
学
習
塾
」が
今
季
の
指
導

を
開
始
し
、
生
徒
21
人
が
学
力
強

化
に
挑
ん
で
い
ま
す
。

　
入
塾
を
希
望
し
た
の
は
、
対
象

と
な
る
村
内
の
中
学
３
年
生
全

員
。
科
目
は
英
語
と
数
学
に
特
化

し
、
各
90
分
間
の
指
導
を
２
月
ま

で
の
土
曜
日
に
全
23
回
行
う
予

定
。
数
学
の
指
導
は
元
野
沢
中
学

校
校
長
の
一
戸
宗
雄
さ
ん
が
、
英

語
の
指
導
は
西
山
由
香
利
さ
ん
が

担
当
し
ま
す
。
開
塾
に
あ
た
り

岡
田
稔
塾
長
は
塾
生
へ「『
自
分
を

変
え
よ
う
』と
集
ま
っ
た
み
な
さ
ん

の
成
長
と
目
標
の
達
成
を
応
援
す

る
」と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会
と
村

交
通
安
全
母
の
会
は
、
新
郷
診
療

所
前
で「
交
通
安
全
プ
レ
ゼ
ン
ト

作
戦
」を
行
い
、
行
き
交
う
ド
ラ

イ
バ
ー
へ
事
故
防
止
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
活
動
に
は
、
両
会
に
く

わ
え
五
戸
警
察
署
や
交
通
指
導
隊

な
ど
約
20
人
が
参
加
。
参
加
者
は

「
思
い
や
り
の
あ
る
優
し
い
運
転

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
声
を
か

け
、
反
射
材
、
飲
酒
運
転
防
止
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
啓
発
チ
ラ

シ
な
ど
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
継
続
記

録
は
、
７
月
25
日
時
点
で
戸
来
地

区
１
４
０
２
日
、
西
越
地
区
が
２

万
２
６
８
８
日
で
す
。

　
川
代
も
の
づ
く
り
学
校
は
、

児
童
数
の
減
少
に
よ
り
平
成
23

年
３
月
に
閉
校
し
た
川
代
小
学

校
の
建
物
を
活
用
し
、
平
成
24

年
８
月
に
体
験
交
流
施
設
と
し

て
開
校
。
以
来
、
地
域
住
民
は

も
と
よ
り
、
他
市
町
村
か
ら
も

多
く
の「
生
徒
」が
訪
れ
、
も
の

づ
く
り
や
交
流
の
場
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、

村
が
所
有
す
る
古
民
具
等
を
展
示

し
、
そ
の
文
化
的
財
産
を
後
世
に

伝
承
す
る
た
め「
新
郷
村
民
俗
伝

承
資
料
室
」が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
資
料
室
は「
地
域
の
た
か
ら
」

「
大
地
に
生
き
る
」「
食
の
知
恵
と

酪
農
」「
家
族
団
ら
ん
」の

４
つ
の
部
屋
か
ら
な
り
、

郷
土
に
受
け
継
が
れ
る

人
々
の
暮
ら
し
や
想
い
に

見
て
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
整
備
に
は
県
の

「
青
森
県
未
来
を
変
え
る

元
気
事
業
費
補
助
金
」を

活
用
。
今
後
は
、
各
種

も
の
づ
く
り
体
験
教
室

や
民
俗
伝
承
資
料
室
を

拠
点
と
し
た
観
光
地
域

づ
く
り
、
村
内
の
児
童

生
徒
の
学
習
教
材
と
し

て
の
活
用
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
見
学
は
無
料
。

木
曜
と
土
曜
の
９
時
か

ら
15
時
ま
で
開
校
し
て

い
ま
す
。

　
間
木
ノ
平
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
で

「
グ
リ
ー
ン
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
」が
開

か
れ
、
三
ッ
嶽
緑
の
少
年
団
、
西

越
小
緑
の
少
年
団
の
ほ
か
杉
沢
小

学
校
緑
の
少
年
団（
三
戸
町
）か
ら

児
童
23
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
自
治
体
や
森
林
組
合
、
木
材
業

者
な
ど
で
組
織
す
る「
三
八
地
区

林
業
・
木
材
産
業
振
興
協
議
会
」

が
主
催
。
少
年
団
相
互
の
活
動
の

発
展
や
、
林
業
へ
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
。

活
動
で
は
、
木
の
名
前
を
覚
え
る

ゲ
ー
ム
や
丸
太
や
小
枝
を
使
っ
た

木
工
ク
ラ
フ
ト
な
ど
を
通
じ
、

木
の
ぬ
く
も
り
や
自
然
の
恵
み
に

触
れ
ま
し
た
。
沢
口
希
音
さ
ん

（
戸
来
小
４
年
）は「
木
の
名
前
を
覚

え
た
よ
。
木
の
探
検
を
し
た
い
」

と
話
し
て

く
れ
ま
し

た
。

 

　「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」と
は
、
認

知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
認
知
症

予
防
に
関
心
の
あ
る
方
、
地
域
住

民
な
ど
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き

る
集
い
の
場
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
暑
い
日
を
涼
し
く

さ
せ
る「
流
し
そ
う
め
ん
会
」を
行

い
ま
し
た
。
杖
や
手
す
り
な
ど
介

護
を
助
け
る
グ
ッ
ズ
の
展
示
や
、

も
の
忘
れ
相
談
も
実
施
し
、
関
心

を
深
め
ま
し
た
。

　
悩
み
事
相
談
、
情
報
交
換
、
介

護
負
担
の
軽
減
な
ど
、
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
交
流
し
ま
せ
ん
か
？
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

新
郷
俳
句
会

短
夜
や
語
ら
い
つ
き
ず

友
の
顔

畑
　
山
　
敏
　
則

ぷ
ん
ぷ
ん
と
青
春
に
お
う

栗
の
花

佐
　
藤
　
章
　
一

つ
ゆ
晴
間
三
つ
ち
が
い
の

姉
見
舞
う

鹿
　
島
　
と
　
わ

短
夜
の
朝
日
を
あ
び
て

鳴
く
狐

佐
　
藤
　
直
　
子

続
き
読
む
推
理
小
説

明
け
易
し

戸
　
来
　
れ
い
子

あ
れ
こ
れ
と
考
え
明
か
す

短
き
夜

工
　
藤
　
陽
　
一

明
け
易
し
畑
に
ち
ら
ほ
ら

人
の
影

鹿
　
島
　
惠
美
子

　（表１）新郷村における国民健康保
険の被保険者数は、平成25年度から
平成29年度の５年間で217人減少して
います。
　（表２）医療費の面では、平成29年
度の村全体の総医療費は２億9977万
１千円で、一人当たりの医療費は29
万1229円となります。これは、40市
町村中４番目に高額な医療費です。
主な原因として、入院費が例年の
２倍に増加していることが考えられ
ます。
　医療費を抑え健康に過ごすために
も、特定健診を受けましょう！

役場住民課　TEL 78－2111
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令
和
元
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度

県
下
町
村
議
会

議
員
研
修
会

川
代
も
の
づ
く
り
学
校
に

「
新
郷
村
民
俗
伝
承
資
料
室
」が
整
備
さ
れ
ま
し
た

「
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
」

交
通
事
故
防
止
呼
び
か
け

プ
レ
ゼ
ン
ト
作
戦

三
八
地
区
緑
の
少
年
団

森
林
に
親
し
み
交
流

第27回

認
知
症
地
域
支
援
ケ
ア
向
上
事
業

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

問
新
郷
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内  

℡
61

－

７
５
６
０
）

目
標
達
成
を
誓
う

新
郷
村
学
習
塾

　開
塾
式

大地に生きる 地域のたから

食の知恵と酪農家族団らん

～みんなで知ろう！
　　　　わたしたちの国保～

Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度

Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度
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森
市
で
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県
町
村
議
会
議

長
会
主
催
の「
県
下
町
村
議
会
議

員
研
修
会
」が
開
か
れ
、
議
員
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
の
講
師
は
、
政
治
ア
ナ

リ
ス
ト
の
伊
藤
惇
夫
氏
。
テ
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ビ

な
ど
多
方
面
で
活
躍
す
る
伊
藤

氏
は「
今
後
の
政
局
・
政
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望
」

と
題
し
、
自
身
の
幅
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い
人
脈
で

得
た
政
界
の
動
き
を
軽
妙
な
語
り

口
で
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い
ま
し
た
。
参
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院

議
員
選
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期
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中
と
い
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こ
と
も

あ
り
、
出
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し
た
議
員
は
熱
心
に

聞
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入
り
、
資
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向
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に
努
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ま

し
た
。

　
村
が
子
育
て
支
援
を
目
的
に
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０
１
５
年
か
ら
開
校
し
て
い
る

「
新
郷
村
学
習
塾
」が
今
季
の
指
導

を
開
始
し
、
生
徒
21
人
が
学
力
強

化
に
挑
ん
で
い
ま
す
。

　
入
塾
を
希
望
し
た
の
は
、
対
象

と
な
る
村
内
の
中
学
３
年
生
全

員
。
科
目
は
英
語
と
数
学
に
特
化

し
、
各
90
分
間
の
指
導
を
２
月
ま

で
の
土
曜
日
に
全
23
回
行
う
予

定
。
数
学
の
指
導
は
元
野
沢
中
学

校
校
長
の
一
戸
宗
雄
さ
ん
が
、
英

語
の
指
導
は
西
山
由
香
利
さ
ん
が

担
当
し
ま
す
。
開
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に
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り
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稔
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長
は
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を
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ん

の
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と
目
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の
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会
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の
会
は
、
新
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に
は
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会
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五
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や
交
通
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約
20
人
が
参
加
。
参
加
者
は

「
思
い
や
り
の
あ
る
優
し
い
運
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と
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運
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。

　
川
代
も
の
づ
く
り
学
校
は
、

児
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に
よ
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平
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３
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に
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の
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を
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し
、
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成
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８
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に
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交
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。
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、
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よ
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。
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三
戸
町
）か
ら

児
童
23
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
自
治
体
や
森
林
組
合
、
木
材
業

者
な
ど
で
組
織
す
る「
三
八
地
区

林
業
・
木
材
産
業
振
興
協
議
会
」

が
主
催
。
少
年
団
相
互
の
活
動
の

発
展
や
、
林
業
へ
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
。

活
動
で
は
、
木
の
名
前
を
覚
え
る

ゲ
ー
ム
や
丸
太
や
小
枝
を
使
っ
た

木
工
ク
ラ
フ
ト
な
ど
を
通
じ
、

木
の
ぬ
く
も
り
や
自
然
の
恵
み
に

触
れ
ま
し
た
。
沢
口
希
音
さ
ん

（
戸
来
小
４
年
）は「
木
の
名
前
を
覚

え
た
よ
。
木
の
探
検
を
し
た
い
」

と
話
し
て

く
れ
ま
し

た
。

 

　「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」と
は
、
認

知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
認
知
症

予
防
に
関
心
の
あ
る
方
、
地
域
住

民
な
ど
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き

る
集
い
の
場
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
暑
い
日
を
涼
し
く

さ
せ
る「
流
し
そ
う
め
ん
会
」を
行

い
ま
し
た
。
杖
や
手
す
り
な
ど
介

護
を
助
け
る
グ
ッ
ズ
の
展
示
や
、

も
の
忘
れ
相
談
も
実
施
し
、
関
心

を
深
め
ま
し
た
。

　
悩
み
事
相
談
、
情
報
交
換
、
介

護
負
担
の
軽
減
な
ど
、
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
交
流
し
ま
せ
ん
か
？
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

新
郷
俳
句
会

短
夜
や
語
ら
い
つ
き
ず

友
の
顔

畑
　
山
　
敏
　
則

ぷ
ん
ぷ
ん
と
青
春
に
お
う

栗
の
花

佐
　
藤
　
章
　
一

つ
ゆ
晴
間
三
つ
ち
が
い
の

姉
見
舞
う

鹿
　
島
　
と
　
わ

短
夜
の
朝
日
を
あ
び
て

鳴
く
狐

佐
　
藤
　
直
　
子

続
き
読
む
推
理
小
説

明
け
易
し

戸
　
来
　
れ
い
子

あ
れ
こ
れ
と
考
え
明
か
す

短
き
夜

工
　
藤
　
陽
　
一

明
け
易
し
畑
に
ち
ら
ほ
ら

人
の
影

鹿
　
島
　
惠
美
子

　（表１）新郷村における国民健康保
険の被保険者数は、平成25年度から
平成29年度の５年間で217人減少して
います。
　（表２）医療費の面では、平成29年
度の村全体の総医療費は２億9977万
１千円で、一人当たりの医療費は29
万1229円となります。これは、40市
町村中４番目に高額な医療費です。
主な原因として、入院費が例年の
２倍に増加していることが考えられ
ます。
　医療費を抑え健康に過ごすために
も、特定健診を受けましょう！

役場住民課　TEL 78－2111

7/10

7/25

7/26

7/30

8/ 3

令
和
元
年
度

県
下
町
村
議
会

議
員
研
修
会

川
代
も
の
づ
く
り
学
校
に

「
新
郷
村
民
俗
伝
承
資
料
室
」が
整
備
さ
れ
ま
し
た

「
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
」

交
通
事
故
防
止
呼
び
か
け

プ
レ
ゼ
ン
ト
作
戦

三
八
地
区
緑
の
少
年
団

森
林
に
親
し
み
交
流

第27回

認
知
症
地
域
支
援
ケ
ア
向
上
事
業

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

問
新
郷
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内  

℡
61

－

７
５
６
０
）

目
標
達
成
を
誓
う

新
郷
村
学
習
塾

　開
塾
式

大地に生きる 地域のたから

食の知恵と酪農家族団らん

～みんなで知ろう！
　　　　わたしたちの国保～

Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度

Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度

400,000

269,712 247,054
299,771300,000

200,000

100,000

1000
被保険者数／人

（表１）

（表２）
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新郷村　国保被保険者数の推移 国保加入率／％
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種  類

警察官
Ｂ

試験
区分

男性 30人
程度

女性 10人
程度

採用予
定人員 受 験 資 格

　昭和62年４月２日から
平成14年４月１日までに
生まれた方。ただし、学校
教育法による大学（以下

「大学」という。）を卒業し
た方又は令和２年３月31
日までに大学を卒業する
見込みの方（人事委員会が
同等の資格があると認める
方を含む。）を除く。

健　診
機関名 受診項目 対象者 申込方法

特定健診、
胃 ・ 肺 ・
大腸・乳・
子 宮 が ん
検診、腹部
超音波、骨
密度、肝炎
検査

今年度まだ
特定健診・
がん検診を
受けていな
い方

希望する方
は厚生課に
ご連絡くだ
さい。
℡ 61－7555

受診可能な日

11月６日（水）
　　７日（木）

１月16日（木）
　　17日（金）
２月

12月10日（火）
　　11日（水）
　　12日（木）

五戸町
健診セ
ンター

八戸西
健診プ
ラザ　

（ ）

（ ）

以下の日程から、
１日お選びください

個別に日程
調整します

１ヵ月（基本料金） （超 過 分）

改正前 1,512円
（1,400円×1.08％）

129円
（120円×1.08％）

改正後 1,540円
（1,400円×1.10％）

132円
（120円×1.10％）

１ヵ月（基本料金） （超 過 分）

改正前 864円
（800円×1.08％）

86円
（80円×1.08％）

改正後 880円
（800円×1.10％）

88円
（80円×1.10％）

お知らせ

　青森県警察本部では、警察官Ｂ（大卒
以外）採用試験を行います。
　試験日程、受験資格等は次のとおりです。
受 付 期 間　７月19日（金）～９月６日（金）
第 一 次 試 験　９月29日（日）

［青森市、八戸市、弘前市］
第一次試験合格発表　10月４日（金）予定
第 二 次 試 験　11月中旬［青森市］
最 終 合 格 発 表　12月上旬

　警察官Ｂ（男性）を希望する方は、第２志望を
埼玉県、千葉県、神奈川県、静岡県及び警視庁

（東京都）のうちから選択することができます。
　受験資格等は都県によって異なりますので、
詳細については、それぞれの都県に問い合わせ
てください。

◎受験手続及び案内、その他の問い合わせ
・青森県警察本部　警務課人事・採用係
　　　　　　℡ 017－723－4211（内線2664～2666）
・青森県警察採用フリーダイヤル　℡ 0120－337－314
・五戸警察署　警務課　　　　℡ 0178－62－3241

警察官Ｂ（大卒以外）を募集します！

輝く未来　君の力で

　個人事業税は、物品販売業、請負業、不動産貸付
業、医業、理容業などの事業を営む個人の方に、
前年中の所得をもとに課税される県の税金です。
　８月上旬に送付される納税通知書により、原則とし
て８月と11月の二期に分けて納めていただきます。
　今年度の第一期分の納期限は９月２日（月）
です。期限までにお近くの金融機関やコンビニ
エンスストアなどで納めてください。
※詳しくは、県庁ホームページの検索キーワー

ドに「個人事業税」を入力してください。
　　三八地域県民局県税部　課税第一課
　　代表  ℡ 0178－27－5111（内線210）

個人事業税について

　法テラス青森では、三戸地域自立相談窓口及び
青森県弁護士会との共催により、無料法律相談会
を開催します。ご希望の方は、法テラス青森まで
ご連絡ください。なお、この無料法律相談は、収
入及び預貯金が一定額以下の方又は東日本大震災
に際し、災害救助法が適用された区域（八戸市、
おいらせ町、宮城県、岩手県等）に居住していた
方等が対象です。予約受付時に確認させていただ
きますので予めご了承ください。
日　　　時：９月24日（火）13時30分～16時
場　　　所：新郷村総合福祉センター
予約受付先：法テラス青森
　　　　　　℡ 0570－078387（平日９時～17時）

無料法律相談会のおしらせ

　自治体と連携して生活再建相談事業を行って
いる消費者信用生活協同組合による無料相談会
です。専門スタッフや弁護士、保健師などがお金
や暮らしに関する悩みなどについて、丁寧に聴き
取りし、一緒に解決の糸口を見つけます。
実施日時：令和元年９月28日（土）10時～16時
場　　所：信用生協八戸事務所

（八戸市大字八日町36第一ビルディング４階）
対象の相談：①お金の問題（多重債務問題など）、②遺産

相続、③不動産売買、④税金等公共料金
の滞納、⑤ＤＶ・離婚問題、⑥こころの
悩み、⑦その他くらしに関する悩み事

予　　約：相談は無料。ただし事前の予約が必要です。
信用生協八戸事務所　
℡ 0120－102－084　℻ 0178－20－8583

日　時：令和元年10月18日（金）13時30分～17時
場　所：八戸市庁　別館２階　会議室Ｂ・Ｃ
内　容：やる気スイッチの上手な使い方

自分の「やる気」「集中力」のコントロー
ル法や、周りの人の「やる気」を高める
ポイントについて学びます。

講　師：大　村　美樹子 氏
（一般社団法人日本経営協会所属講師）

対　象：20歳から49歳の女性で、八戸圏域（八戸
市・三戸町・五戸町・田子町・南部町・
階上町・新郷村・おいらせ町）で働いて
いる方又は在住の方

　　　　※未就学児の託児あり（要申し込み）
定　員：50人程度（先着順）
申込書：八戸市市民連携推進課、八戸市庁本館・別館

案内、八戸市各公民館、はっち等で配布。
　　　　八戸市ホームページからもダウンロード可。
申・問：９月２日（月）から30日（月）までに申込

事項を郵送、FAX、Ｅメール、電話又は
直接八戸市市民連携推進課へ　

　　　　※募集受付期間前の申し込みは受け付け
　ておりません。
℡ 0178－43－9217　℻ 0178－47－1485
Ｅメール renkei@city.hachinohe.aomori.jp

女性チャレンジ講座「女子力向上
ぜみなーる」公開講座受講者募集

特定健診・がん検診を受けましょう

　「救急の日」は、救急医療や救急業務に対する
国民の正しい理解と認識を深め、救急医療関係
者の意識の高揚を図ることを目的に定められま
した。毎年９月９日を「救急の日」とし、この日
を含む１週間を救急医療週間としています。
　この期間には全国各地で各種の行事が開催さ
れています。

しょうぼう情報
◆◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆◆

９月９日は「救急の日」
救急の日とは

　五戸消防署西分遣所では、「救急の日」をきっか
けに、多くの村民の皆様に救急業務について知っ
て頂きたいと考え、９月８日（日）に行われる「新
郷村を救えるのは‘きみ・かも’祭」において救急
展を開催します。心肺蘇生法やＡＥＤ取扱い方法
の体験をはじめ、救急に関するコーナーを準備し
ておりますので、是非お気軽にお越しください。
日時　令和元年９月８日（日）10時～11時30分
場所　間木ノ平グリーンパーク
内容　心肺蘇生法体験、救急車展示、
　　　救急クイズコーナー　ほか　　
※実施時間、場所については多少の変更をすることが

あります。ご了承ください。

救急展を開催します

消防に関する問い合わせは五戸消防署西分遣所まで　℡ ７８－２１１９

おお むら み き こ

　９月10日（火）まで、本年度２回目の五戸町
健診センター・八戸西健診プラザのドック申込
を受け付けます。

　料金については、受診項目により異なります。
村の費用助成により、お得に受けられます。
※国保40歳以上の方は、特定健診のみを診療所

で受けることもできます。
※健康増進のため、1日10分以上の連続した運動

を行いましょう。
申し込み・問い合わせ　役場厚生課　℡ 61－7555

「解決の糸口を見つけに行こう！」相談会

　平成23年10月から八戸圏域８市町村をつなぐ
圏域路線は、１乗車あたり上限500円となる上限
運賃制度を導入し、その後の８年間は、運賃を
据え置いてきましたが、10月１日より、南部バス・
十和田観光電鉄バスの運賃が改定されます。
　新運賃は、１乗車あたり初乗りが170円、170円
以上の区間は50円刻みで、圏域内が上限520円と
一律20円の改訂となります。
問い合わせ
〇上限運賃政策に関すること　
　八戸市都市政策課　　　　　℡ 0178－43－9124
○運賃・ダイヤ、定期券・回数券に関すること

八戸市運輸管理課　　　　　℡ 0178－25－5141
（市営バスについて）
岩手県北自動車㈱南部支社　℡ 0178－44－7111

（南部バスについて）
十和田観光電鉄㈱　　　　　℡ 0176－23－6103

　令和元年10月からの消費税率の引上げに伴い、
上下水道使用料金が変わります。
≪簡易水道≫

≪下水道≫

　なお、９月分は８％、10月分は10％の税率で計算した合計
額が、使用料金となります。　 役場建設課　℡ 78－2111

路線バスの運賃が10月から変わります 上下水道使用料　料金改正のおしらせ

～第２回　ドック受診申込受付のお知らせ～

動物ふれあいフェスティバル2019
「いやし・いやされ元気に長生き」

　動物ふれあいフェスティバルが青森県動物愛護
センターで開催されます。動物との触れ合いを
通して、命の大切さやペットの正しい飼い方、
しつけのポイントなどを学ぶことができます。
１．開催日時　令和元年９月22日（日）～23日（月・祝）

10時～16時
２．会　　場　青森県動物愛護センター

（青森市大字宮田字玉水119－１）
３．入 場 料　無　料
４．イベント

①動物ふれあい体験　②乗馬体験
③Ｔタッチ講習会　　④工作コーナー
⑤獣医師なりきり体験　
⑥狂犬病展示説明コーナー
⑦犬のしつけ方教室　ほか

問い合わせ　青森県動物愛護センター　
　　　　　　℡ 017－726－6100　℻ 017－726－6101
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種  類

警察官
Ｂ

試験
区分

男性 30人
程度

女性 10人
程度

採用予
定人員 受 験 資 格

　昭和62年４月２日から
平成14年４月１日までに
生まれた方。ただし、学校
教育法による大学（以下

「大学」という。）を卒業し
た方又は令和２年３月31
日までに大学を卒業する
見込みの方（人事委員会が
同等の資格があると認める
方を含む。）を除く。

健　診
機関名 受診項目 対象者 申込方法

特定健診、
胃 ・ 肺 ・
大腸・乳・
子 宮 が ん
検診、腹部
超音波、骨
密度、肝炎
検査

今年度まだ
特定健診・
がん検診を
受けていな
い方

希望する方
は厚生課に
ご連絡くだ
さい。
℡ 61－7555

受診可能な日

11月６日（水）
　　７日（木）

１月16日（木）
　　17日（金）
２月

12月10日（火）
　　11日（水）
　　12日（木）

五戸町
健診セ
ンター

八戸西
健診プ
ラザ　

（ ）

（ ）

以下の日程から、
１日お選びください

個別に日程
調整します

１ヵ月（基本料金） （超 過 分）

改正前 1,512円
（1,400円×1.08％）

129円
（120円×1.08％）

改正後 1,540円
（1,400円×1.10％）

132円
（120円×1.10％）

１ヵ月（基本料金） （超 過 分）

改正前 864円
（800円×1.08％）

86円
（80円×1.08％）

改正後 880円
（800円×1.10％）

88円
（80円×1.10％）

お知らせ

　青森県警察本部では、警察官Ｂ（大卒
以外）採用試験を行います。
　試験日程、受験資格等は次のとおりです。
受 付 期 間　７月19日（金）～９月６日（金）
第 一 次 試 験　９月29日（日）

［青森市、八戸市、弘前市］
第一次試験合格発表　10月４日（金）予定
第 二 次 試 験　11月中旬［青森市］
最 終 合 格 発 表　12月上旬

　警察官Ｂ（男性）を希望する方は、第２志望を
埼玉県、千葉県、神奈川県、静岡県及び警視庁

（東京都）のうちから選択することができます。
　受験資格等は都県によって異なりますので、
詳細については、それぞれの都県に問い合わせ
てください。

◎受験手続及び案内、その他の問い合わせ
・青森県警察本部　警務課人事・採用係
　　　　　　℡ 017－723－4211（内線2664～2666）
・青森県警察採用フリーダイヤル　℡ 0120－337－314
・五戸警察署　警務課　　　　℡ 0178－62－3241

警察官Ｂ（大卒以外）を募集します！

輝く未来　君の力で

　個人事業税は、物品販売業、請負業、不動産貸付
業、医業、理容業などの事業を営む個人の方に、
前年中の所得をもとに課税される県の税金です。
　８月上旬に送付される納税通知書により、原則とし
て８月と11月の二期に分けて納めていただきます。
　今年度の第一期分の納期限は９月２日（月）
です。期限までにお近くの金融機関やコンビニ
エンスストアなどで納めてください。
※詳しくは、県庁ホームページの検索キーワー

ドに「個人事業税」を入力してください。
　　三八地域県民局県税部　課税第一課
　　代表  ℡ 0178－27－5111（内線210）

個人事業税について

　法テラス青森では、三戸地域自立相談窓口及び
青森県弁護士会との共催により、無料法律相談会
を開催します。ご希望の方は、法テラス青森まで
ご連絡ください。なお、この無料法律相談は、収
入及び預貯金が一定額以下の方又は東日本大震災
に際し、災害救助法が適用された区域（八戸市、
おいらせ町、宮城県、岩手県等）に居住していた
方等が対象です。予約受付時に確認させていただ
きますので予めご了承ください。
日　　　時：９月24日（火）13時30分～16時
場　　　所：新郷村総合福祉センター
予約受付先：法テラス青森
　　　　　　℡ 0570－078387（平日９時～17時）

無料法律相談会のおしらせ

　自治体と連携して生活再建相談事業を行って
いる消費者信用生活協同組合による無料相談会
です。専門スタッフや弁護士、保健師などがお金
や暮らしに関する悩みなどについて、丁寧に聴き
取りし、一緒に解決の糸口を見つけます。
実施日時：令和元年９月28日（土）10時～16時
場　　所：信用生協八戸事務所

（八戸市大字八日町36第一ビルディング４階）
対象の相談：①お金の問題（多重債務問題など）、②遺産

相続、③不動産売買、④税金等公共料金
の滞納、⑤ＤＶ・離婚問題、⑥こころの
悩み、⑦その他くらしに関する悩み事

予　　約：相談は無料。ただし事前の予約が必要です。
信用生協八戸事務所　
℡ 0120－102－084　℻ 0178－20－8583

日　時：令和元年10月18日（金）13時30分～17時
場　所：八戸市庁　別館２階　会議室Ｂ・Ｃ
内　容：やる気スイッチの上手な使い方

自分の「やる気」「集中力」のコントロー
ル法や、周りの人の「やる気」を高める
ポイントについて学びます。

講　師：大　村　美樹子 氏
（一般社団法人日本経営協会所属講師）

対　象：20歳から49歳の女性で、八戸圏域（八戸
市・三戸町・五戸町・田子町・南部町・
階上町・新郷村・おいらせ町）で働いて
いる方又は在住の方

　　　　※未就学児の託児あり（要申し込み）
定　員：50人程度（先着順）
申込書：八戸市市民連携推進課、八戸市庁本館・別館

案内、八戸市各公民館、はっち等で配布。
　　　　八戸市ホームページからもダウンロード可。
申・問：９月２日（月）から30日（月）までに申込

事項を郵送、FAX、Ｅメール、電話又は
直接八戸市市民連携推進課へ　

　　　　※募集受付期間前の申し込みは受け付け
　ておりません。
℡ 0178－43－9217　℻ 0178－47－1485
Ｅメール renkei@city.hachinohe.aomori.jp

女性チャレンジ講座「女子力向上
ぜみなーる」公開講座受講者募集

特定健診・がん検診を受けましょう

　「救急の日」は、救急医療や救急業務に対する
国民の正しい理解と認識を深め、救急医療関係
者の意識の高揚を図ることを目的に定められま
した。毎年９月９日を「救急の日」とし、この日
を含む１週間を救急医療週間としています。
　この期間には全国各地で各種の行事が開催さ
れています。

しょうぼう情報
◆◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆◆

９月９日は「救急の日」
救急の日とは

　五戸消防署西分遣所では、「救急の日」をきっか
けに、多くの村民の皆様に救急業務について知っ
て頂きたいと考え、９月８日（日）に行われる「新
郷村を救えるのは‘きみ・かも’祭」において救急
展を開催します。心肺蘇生法やＡＥＤ取扱い方法
の体験をはじめ、救急に関するコーナーを準備し
ておりますので、是非お気軽にお越しください。
日時　令和元年９月８日（日）10時～11時30分
場所　間木ノ平グリーンパーク
内容　心肺蘇生法体験、救急車展示、
　　　救急クイズコーナー　ほか　　
※実施時間、場所については多少の変更をすることが

あります。ご了承ください。

救急展を開催します

消防に関する問い合わせは五戸消防署西分遣所まで　℡ ７８－２１１９

おお むら み き こ

　９月10日（火）まで、本年度２回目の五戸町
健診センター・八戸西健診プラザのドック申込
を受け付けます。

　料金については、受診項目により異なります。
村の費用助成により、お得に受けられます。
※国保40歳以上の方は、特定健診のみを診療所

で受けることもできます。
※健康増進のため、1日10分以上の連続した運動

を行いましょう。
申し込み・問い合わせ　役場厚生課　℡ 61－7555

「解決の糸口を見つけに行こう！」相談会

　平成23年10月から八戸圏域８市町村をつなぐ
圏域路線は、１乗車あたり上限500円となる上限
運賃制度を導入し、その後の８年間は、運賃を
据え置いてきましたが、10月１日より、南部バス・
十和田観光電鉄バスの運賃が改定されます。
　新運賃は、１乗車あたり初乗りが170円、170円
以上の区間は50円刻みで、圏域内が上限520円と
一律20円の改訂となります。
問い合わせ
〇上限運賃政策に関すること　
　八戸市都市政策課　　　　　℡ 0178－43－9124
○運賃・ダイヤ、定期券・回数券に関すること

八戸市運輸管理課　　　　　℡ 0178－25－5141
（市営バスについて）
岩手県北自動車㈱南部支社　℡ 0178－44－7111

（南部バスについて）
十和田観光電鉄㈱　　　　　℡ 0176－23－6103

　令和元年10月からの消費税率の引上げに伴い、
上下水道使用料金が変わります。
≪簡易水道≫

≪下水道≫

　なお、９月分は８％、10月分は10％の税率で計算した合計
額が、使用料金となります。　 役場建設課　℡ 78－2111

路線バスの運賃が10月から変わります 上下水道使用料　料金改正のおしらせ

～第２回　ドック受診申込受付のお知らせ～

動物ふれあいフェスティバル2019
「いやし・いやされ元気に長生き」

　動物ふれあいフェスティバルが青森県動物愛護
センターで開催されます。動物との触れ合いを
通して、命の大切さやペットの正しい飼い方、
しつけのポイントなどを学ぶことができます。
１．開催日時　令和元年９月22日（日）～23日（月・祝）

10時～16時
２．会　　場　青森県動物愛護センター

（青森市大字宮田字玉水119－１）
３．入 場 料　無　料
４．イベント

①動物ふれあい体験　②乗馬体験
③Ｔタッチ講習会　　④工作コーナー
⑤獣医師なりきり体験　
⑥狂犬病展示説明コーナー
⑦犬のしつけ方教室　ほか

問い合わせ　青森県動物愛護センター　
　　　　　　℡ 017－726－6100　℻ 017－726－6101



駒っこランドに行って馬にエサ
をあげたよ！小さい頃は怖かっ
たけど今はもう怖くないよ
馬さんかわいいなぁ～

奈良県まで旅行に行ってきた
よ！そこでお兄ちゃんと一緒に
ヨーヨーをして遊んだのが楽し
かったなぁ

小 林　陽 菜さん（さくら組）
ひ なこ ばやし

長 峯　彩 星さん（さくら組）
あ か りなが みね

９月
男　1,208人（＋３人）
女　1,242人（－２人）
計　2,450人（＋１人）
世帯数927世帯（＋１世帯）
（令和元年７月末現在）

12月

人の動き

む ら の ガイド
令和元年

誕 生 石

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祝日も収集します）

家庭ごみは収集日の朝に出して下さい。生ごみの水切りにご協力を

ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう

村民相談日　毎週月・木曜日　午前９時〜午後４時まで（場所：山村開発センター　祝日の場合は曜日変更あり）

２０１９年９月
行　　事　　等日 曜

第27回青森県民駅伝競走大会
新郷温泉館休館日
村・県民税 第２期納期限
固定資産税 第２期納期限
特定健診
特定健診（～６日）
資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日
人権相談（相談室 9：00～12：00）
粗大ごみ収集申込受付（～13日）
３歳児・４歳児健診
新郷村を救えるのは‘きみ・かも’祭
新郷温泉館休館日
特定健診
行政相談（相談室 9：00～11：00）
障がい者出張相談

（総合福祉センター会議室 10：00～12：00）
特定健診（～13日）
母と子の栄養教室
資源ごみ（新聞等５品目）収集日
新郷村敬老会
第436回親子早起き掃除
特定健診
特定健診（～20日）
資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日
粗大ごみ収集日
第54回村民体育大会
燃えないごみ収集日
特定健診
特定健診（～27日）
資源ごみ（缶）収集日
秋季犬の登録と狂犬病予防注射

「くらし」と「しごと」無料相談会
（総合福祉センター 13：00～16：00）
国民健康保険税 第２期納期限
介護保険料 第２期納期限
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みんなで支える国民年金

日本年金機構

神無月
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ぼくとわたしの絵 ○しんごう保育園306

第27回
青森県民駅伝競走大会

～健脚でつなげ郷土の和と心～
９月１日（日）12時スタート

【スタート】
県観光物産館アスパム

　　↓

【 ゴ ー ル 】
新青森県総合運動公園陸上競技場
応援よろしくお願いします！！

・第１回　新郷・五戸畜産祭 ………………………… Ｐ３　　・新郷村戦没者追悼式 ………………… Ｐ３

・みんなで知ろう！わたしたちの国保 ……………… Ｐ５　　・上下水道使用料料金改正のおしらせ … Ｐ６

サファイア（青石）
̶ 徳望・誠実 ̶

ながつき
September長 月

第51回 新郷村成人祭　Ｐ２主な話題

今年からゴールが変更
になりました。また小
学生区間が２区間新設
され、全９区間へ。

全９区間  計26.1㎞

新成人に聞いた

ふるさと新郷村の好きなところ

新 郷

40
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